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	応用
	抗原情報
	背景
	キネシンファミリーメンバー11（KIF11）ホモサピエンスこの遺伝子は、キネシン様タンパク質ファミリーに属するモータータンパク質をコードしています。このタンパク質ファミリーのメンバーは、さまざまな種類の紡錘体のダイナミクスに関与することが知られています。この遺伝子産物の機能には、染色体の位置決め、中心体の分離、および細胞有糸分裂中の双極紡錘体の確立が含まれます。[RefSeq提供、2008年7月],機能：双極紡錘体の確立に必要なモータータンパク質。KIF11の阻害は、中心体の移動を防ぎ、単星状微小管アレイを持つ有糸分裂中の細胞を停止させます。,PTM：S期にはセリンのみがリン酸化されますが、有糸分裂中はセリンとThr-926の両方がリン酸化されるため、KIF11と紡錘体装置の結合を制御します（おそらく前期初期）。 DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによるものと考えられる。,類似性：キネシン様タンパク質ファミリーに属する。BimCサブファミリー。,類似性：1つのキネシンモータードメインを含む。,サブユニット：甲状腺ホルモン存在下で甲状腺ホルモン受容体と相互作用する。少なくともMYSM1、PCAF、RBM10、KIF11/TRIP5からなる大規模なクロマチンリモデリング複合体の構成要素。,
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	KIF11/Eg5抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	KIF11/Eg5抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	KIF11/Eg5抗体を用いたJurkat細胞、HepG2細胞、COS細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Eg5 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	Eg5 ポリクローナル抗体を使用した COLO205 細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

